
　現在 8月上旬，真夏です．年齢を重ねた現在，日々の過
ごしを大切にする「一日一生」といった自身の目標を貫徹
するべく行動するのですが，外出には限界を感じていま
す．今年も全国的な猛暑が到来しました．8月 5日，群馬
県伊勢崎市で 41.8℃を観測し，国内史上最高気温を更新し
ただけでなく，この日は 40℃超えの地点が 39 地点に上っ
たと報道されました．この時期に越後湯沢に出かけていま
したが，湯沢市内・南魚沼市の石打や六日町は 35℃でし
た．それではと，清津峡渓谷トンネル（夏場 20～24℃）を
目指しましたが，不運なことに予約制で入場できませんで
した．湯沢市内と標高差のあるこの周辺でも 28℃，苗場
に行っても 27℃，避暑地も暑くなり，真夏の日中はどこ
へ出かけるのも辛くなったものです．翌日，帰りの関越自
動車道（13～14 時）では，日本でも暑い地域の群馬→埼玉
→練馬と通過しましたが，車のメーターに表示される外気
温は 41～43℃を示しておりました．この記録的高温の原
因について，太平洋高気圧とチベット高気圧のダブル高気
圧，これにより上昇気流が抑えられ，日射が地表を直撃す
るような気象状況になったと報道されました．しかしなが
ら，何と言っても気候変動や地球温暖化と海面温度の上昇
から地球を守る使命，これに取り組まなければなりませ
ん．公的機関・企業・地域・個人がそれぞれの水準で取り
組むべき普遍的課題です．
　さて，本誌 11 月号も，技術講座，トピックス，フォー
カス，病気のはなし，症例からひもとく疾患，臨床検査の
ピットフォール，読者質問箱，ワンポイントアドバイス，
臨床医からの質問など，有益な情報が満載となっていま
す．読者の皆さまに是非お役立ていただきたいと思います．
� （横田浩充）
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技術講座
・Candida 属菌およびその他Yeast の同定ポイント �
�  有村 泰晃
・ChatGPTを用いた臨床検査教育ツールの作成 �
�  石田 秀和
・シリーズ　試薬の妥当性確認試験結果のよい�
報告の仕方─学会発表から執筆まで・3　�
論文投稿 編 �  末吉 茂雄
・シリーズ　小児患者における睡眠検査の進め方・2　�
PSG検査 �  石郷 景子
トピックス
・感染症法に基づくサーベイランスでの届出基準の�
一部見直し �  上地 幸平
・脊髄性筋萎縮症（SMA）の遺伝学的検査�
─治療の現状と今後 �  齋藤 加代子，他

フォーカス
・COVID-19に対する感染対策と検査体制構築の�
振り返り �  橘 匡廣
・活躍の場を広げる！�
─栄養サポート（NST）専門療法士 �  佐藤 雅子

病気のはなし
・血友病 �  野上 恵嗣

第 53巻 12号（2025年 12月号）予告

編集室より
弊誌の姉妹誌「臨床検査」は，2026 年で 70 巻を迎えます．検
査は分野も広く，疾患を見つける大きな役割で，この長い歴史
のなかで，皆様のお仕事のおかげで元気になれた人は数知れ
ないのではないでしょうか．学会等で皆様と編集室スタッフが
お会いすることもあるかと思います．この先も，検査に携わる
皆様とお仕事を続けていけたらうれしいです．� （A）
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